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日
本
列
島
に
は
古
来
か
ら
山
を
精
霊
の
宿
る
聖
地
と
し
て
崇
拝
す
る
信
仰
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
霊
山
に
住
ん
だ
人
々
や
霊
山
に
鼈
っ
て
修
行
し
た
宗
教
者
は
、
人
々
の
病
い
を
治
し
、
災
い
を
除
く
超
自
然
的
・
呪
術
的
な
力
を
も
つ
存
在
と
し
て
畏
怖
さ
れ
て
い
た
。
修
験
道
は
、
こ
う
し
た
古
来
か
ら
の
山
岳
信
仰
が
仏
教
や
道
教
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
修
験
道
は
、
特
定
の
教
祖
や
教
典
・
教
説
を
持
た
ず
、
宗
教
者
が
み
ず
か
ら
の
呪
術
的
な
能
力
に
も
と
づ
く
宗
教
儀
礼
に
よ
っ
て
人
々
を
救
済
に
導
く
民
俗
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
本
来
、
仏
教
な
ど
の
創
唱
宗
教
と
は
宗
教
学
的
な
類
型
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
、
天
台
宗
を
開
い
た
最
澄
、
真
言
宗
の
開
祖
空
海
に
よ
る
山
岳
仏
教
の
提
唱
に
よ
っ
て
天
台
・
真
言
の
密
教
僧
達
の
山
岳
修
行
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
山
中
修
行
で
験
力
と
も
称
さ
れ
た
呪
術
的
な
力
を
体
得
し
た
密
教
の
修
行
者
は
修
験
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
修
験
道
は
民
俗
宗
教
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
持
ち
な
が
ら
天
台
宗
系
の
本
山
派
と
真
言
宗
系
の
当
山
派
と
に
分
か
た
れ
た
が
、
本
書
「
本
山
派
修
験
と
熊
野
先
達
』
は
、
園
城
寺
末
寺
聖
護
院
の
門
跡
覚
助
法
親
王
か
熊
野
三
山
検
校
に
補
任
さ
れ
て
以
来
、
熊
野
修
験
を
包
摂
し
〈書評と紹介〉
新
城
美
恵
子
著
『本山派修験と熊野先達」
書
評
と
紹
介
澤
登
寛
聡
て
い
っ
た
歴
代
聖
護
院
門
跡
を
頂
点
と
す
る
本
山
派
修
験
に
関
す
る
論
文
集
である。
著
者
の
新
城
美
恵
子
氏
は
、
女
子
美
術
大
学
を
卒
業
し
て
一
度
、
就
職
し
た
後
、
法
政
大
学
の
史
学
科
に
編
入
学
し
、
ま
た
、
大
学
院
の
修
士
・
博
士
課
程
で
学
ん
だ
。
こ
の
後
も
ず
っ
と
修
験
道
史
の
研
究
を
続
け
ら
れ
た
が
、
一
九
九
八
年
四
月
二
日
、
享
年
六
四
才
で
惜
し
く
も
逝
去
さ
れ
た
。
本
書
は
氏
の
没
後
、
夫
の
敏
男
氏
（
史
学
科
卒
業
・
名
桜
大
学
教
授
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
美
恵
子
氏
の
遺
稿
集
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
序
は
、
熊
野
修
験
・
宗
教
民
俗
学
の
代
表
的
研
究
者
で
あ
る
宮
家
準
氏
（
國
學
院
大
學
教
授
・
慶
応
大
学
名
誉
教
授
）
、
「
あ
と
が
き
」
は
夫
の
敏
男
氏
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
本
書
は
、
次
の
一
三
本
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
関
わ
る
修
験
道
関
係
の
論
稿
は
八
本
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
論
文
と
し
て
書
か
れ
た
の
は
最
初
の
六
本
で
あ
る
。
し
た
か
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
六
本
を
主
と
し
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
序
（
宮
家
準
）
中
世
後
期
熊
野
先
達
の
在
所
と
そ
の
地
域
的
特
徴
聖
護
院
系
教
派
修
験
道
成
立
の
過
程
板
東
屋
富
松
氏
に
つ
い
て
武
蔵
十
玉
坊
と
聖
護
院
補
任
状
か
ら
見
た
修
験
道
本
山
派
の
組
織
構
造
武
蔵
国
半
沢
覚
円
坊
に
つ
い
て
民
間
信
仰
調
査
の
方
法
本
山
派
修
験
玉
林
院
関
係
文
書
に
つ
い
て
七
九
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藤
田
定
興
著
『
近
世
修
験
道
の
地
域
的
展
開
』
を
読
ん
で
武
蔵
国
葛
飾
郡
笹
ヶ
崎
村
の
人
々
と
く
ら
し
武
蔵
国
多
摩
郡
乞
田
村
の
人
々
と
く
ら
し
家
の
つ
き
あ
い
と
信
仰
「
自
由
」
の
語
義
の
変
遷
に
み
る
思
想
史
的
意
義
あ
と
が
き
（新城敏男）
本
書
が
遺
稿
集
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
論
文
全
体
を
統
括
す
る
総
論
（
課
題
・
研
究
史
・
研
究
方
法
）
や
結
論
・
展
望
が
な
い
の
は
当
然
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
論
文
全
体
を
通
読
し
、
筆
者
な
り
に
著
者
の
課
題
意
識
を
探
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
①
熊
野
山
伏
を
始
め
と
し
て
全
国
の
地
域
・
地
方
社
会
で
、
自
律
的
に
宗
教
活
動
を
展
開
す
る
修
験
・
先
達
を
、
聖
護
院
門
跡
は
、
ど
の
よ
う
に
組
織
化
し
て
本
山
派
を
形
成
・
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
、
②
修
験
・
先
達
は
、
み
ず
か
ら
の
宗
教
活
動
の
対
象
で
あ
っ
た
檀
那
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
組
織
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
③
こ
れ
ら
①
．
②
の
掌
握
方
法
は
、
対
象
と
な
る
檀
那
の
地
域
的
結
合
関
係
や
一
族
・
同
族
的
結
合
関
係
と
い
か
な
る
関
連
に
あ
っ
た
の
か
、
氏
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
ま
で
の
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
本
山
派
修
験
の
存
在
意
義
を
、
修
験
道
史
や
宗
教
史
の
中
に
改
め
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
筆
者
の
は
な
は
だ
心
許
な
い
理
解
で
、
｜
知
半
解
だ
と
の
誇
り
を
免
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
こ
は
、
氏
に
許
し
て
戴
き
、
次
に
個
々
の
論
文
に
つ
い
て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
「
中
世
後
期
熊
野
先
達
の
在
所
と
そ
の
地
域
的
特
徴
」
は
副
題
に
「
伊
予
・
陸
奥
を
例
と
し
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
伊
予
と
陸
法
政
史
学
第
五
十
七
号
奥
を
事
例
に
と
っ
て
熊
野
先
達
の
檀
那
掌
握
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
論
考
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
熊
野
那
智
大
社
の
米
良
実
報
院
と
潮
崎
廓
之
坊
の
檀
那
売
券
・
譲
状
に
見
ら
れ
る
檀
那
を
、
氏
族
か
先
達
か
と
い
う
基
準
で
分
類
し
、
全
国
的
な
視
点
か
ら
御
師
の
檀
那
掌
握
方
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
五
畿
内
・
近
江
・
播
磨
・
土
佐
を
除
く
四
国
で
は
先
達
を
単
位
と
す
る
檀
那
掌
握
方
法
が
大
半
を
占
め
る
の
に
対
し
、
常
陸
を
除
く
関
東
・
東
北
で
は
氏
族
単
位
の
檀
那
掌
握
と
先
達
を
単
位
と
す
る
檀
那
掌
握
方
法
が
相
半
ば
し
て
見
ら
れ
、
出
羽
・
陸
奥
で
は
ほ
ぼ
二
対
一
の
割
合
で
氏
族
を
単
位
と
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
次
に
先
達
単
位
の
檀
那
掌
握
方
法
と
し
て
伊
予
、
一
族
単
位
と
し
て
陸
奥
の
事
例
を
あ
げ
、
伊
予
・
陸
奥
に
お
け
る
熊
野
御
師
の
檀
那
売
券
・
譲
状
・
願
文
な
ど
を
、
南
北
朝
か
ら
近
世
初
期
ま
で
編
年
的
に
整
理
さ
れ
た
表
も
付
け
ら
れ
、
こ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
熊
野
御
師
の
檀
那
掌
握
方
法
を
比
較
し
て
い
る
。
関
東
か
ら
陸
奥
で
の
氏
族
単
位
の
檀
那
掌
握
方
法
は
、
有
力
先
達
と
な
る
べ
き
修
験
の
い
く
つ
か
が
南
北
朝
期
を
境
に
衰
退
し
た
結
果
、
御
師
は
、
有
力
先
達
の
衰
退
以
前
か
ら
関
係
の
あ
っ
た
有
力
武
士
を
媒
介
と
し
て
檀
那
を
掌
握
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
族
単
位
の
檀
那
掌
握
方
法
が
と
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
予
で
は
檀
那
で
あ
る
豪
族
層
の
浮
沈
が
激
し
く
、
か
つ
、
寺
院
が
先
達
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
寺
院
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
行
場
を
持
ち
、
四
国
遍
路
の
札
所
へ
と
発
展
し
た
古
跡
の
寺
院
が
多
く
、
こ
れ
ら
寺
院
が
先
達
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
先
達
単
位
の
檀
那
掌
握
方
法
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
山
派
修
験
の
成
立
は
、
二
世
紀
末
の
院
政
期
、
白
河
上
皇
が
熊
野
へ
参
詣
し
た
際
に
先
達
を
務
め
た
園
城
寺
の
僧
増
誉
が
熊
野
三
山
八
○
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検
校
に
補
任
さ
れ
た
前
史
を
持
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
以
後
、
園
城
寺
末
寺
聖
護
院
の
門
跡
は
熊
野
三
山
検
校
職
を
独
占
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
し
か
し
、
室
町
時
代
前
期
に
お
い
て
も
三
山
検
校
職
は
、
熊
野
山
伏
の
結
合
体
に
対
し
て
直
接
的
な
支
配
権
を
持
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
修験本山派が形成されたのは、檀那契約の得分権管理と平山伏の
支
配
権
を
も
つ
先
達
職
あ
る
い
は
年
行
事
職
の
補
任
権
を
、
聖
護
院
門
跡
が
全
国
的
に
掌
握
し
た
室
町
時
代
の
中
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
聖
護
院
系
教
派
修
験
道
成
立
の
過
程
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
か
ら
室
町時代
中
期
の
本
山
派
修
験
道
の
成
立
ま
で
の
聖
護
院
門
跡
が
熊
野三山と
諸
国
山
伏
に
支
配
権
を
お
よ
ぼ
し
て
い
く
過
程
を
分
析
す
る
。
こ
の
教
派
成
立
に
つ
い
て
は
従
来
、
和
歌
森
太
郎
箸
『
修
験
道
史
研
究
』
が
定
説
の
根
拠
と
な
っ
て
周
知
の
事
実
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
氏
は
、
「
熊
野
三
山
側
が
実
質
的
に
確
保
し
て
い
た
教
権
お
よ
び
俗
権
の
聖
護
院
側
へ
の
移
行
が、素直に、円滑に行われたとするには、やはり、疑問が伴う」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
熊
野
三
山
山
伏
の
結
合
の
在
り
方
と
陸
奥
白
河
の
先
達
に
よ
る
檀
那
職
を
め
ぐ
る
争
論
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
熊
野
権
現
の
所
領
で
あ
っ
た
土
佐
国
吾
橋
山
長
徳
寺
坊
内
へ
の
追
補
便
の
捜
索
に
対
し
て
弘
安
一
○
年
（
一
二
八
八
）
正
月
五
日
付
の
熊
野
惣
公
文
所
良
遍
の
書
状
を
検
討
し
、
熊
野
山
伏
の
結
合
の
在
り
方
を
、
同
じ
文
書
か
ら
「
結
束
の
可
能
性
」
と
評
価
し
た
和
歌
森
太
郎
説
を
再
検
討
し
た
。
そ
し
て
書状の書止文一一一一口に「依満山之衆儀之状如件」とある点から文字通
り
「
満
山
之
衆
議
」
を
お
こ
な
う
熊
野
山
伏
の
結
束
の
強
さ
の
証
明
で
あ
る
点
を
提
示
、
「
内
容
は
俗
権
に
か
か
わ
る
こ
の
事
態
に
対
す
る
山
伏
衆
の
結
束
は
、
三
山
側
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
護
院
に
は
か
か
わ
り
の
書
評
と
紹
介
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
」
と
「
結
束
の
可
能
性
」
で
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
熊
野
三
山
山
伏
が
世
俗
の
事
項
に
対
す
る
明
確
な
管
理
権
を
持
っ
て
い
た
と
訂
正
し
た
。
ま
た
、
享
徳
元
年
（
’
四
五
二
）
’
○
月
、
大
先
達
法
印
宗
俊
が
乱
設
さ
れ
た
関
所
の
撤
去
を
目
的
と
し
て
鎌
倉
八
幡
宮
で
の
衆
会
を
関
東
八
か
国
の
修
験
に
呼
び
か
け
た
廻
伏
か
ら
は
、
本
山
派
が
成
立
し
て
以
後
の
年
行
事
職
の
よ
う
な
得
分
化
・
世
襲
化
し
た
役
職
で
な
い
に
せ
よ
、
「
関
東
八
カ
国
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
鎌
倉
月
輪
院
（
鎌
倉
公
方
の
護
持
僧
）
↓
大
先
達
宗
俊
↓
年
行
事
↓
平
山
伏
と
い
う
伝
達
ル
ー
ト
が
」
形
成
さ
れ
て
い
た
点
も
述
べ
ら
れ
、
「
関
東
八
カ
国
の
山
伏
衆
の
意
識
に
は
、
教
権
の
頂
点
に
聖
門
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
組
織
的
団
結
の
頂
点
に
は
、
未
だ
伝
統
的
に
熊
野
三
山
か
据
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
聖
護
院
門
跡
の
本
山
派
修
験
に
対
す
る
支
配
権
は
『
尋
尊
大
僧正記」の明応元年（’四九一一）八月一一二日の条に山伏が聖護院
の
「
下
方
」
に
あ
る
と
い
う
記
事
、
あ
る
い
は
、
聖
護
院
の
下
知
で
衆
徒
の
動
員
が
命
じ
ら
れ
た
河
内
守
護
畠
山
義
豊
の
翌
明
応
二
年
六
月
付
の
書
状
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
（
「
紀
伊
続
風
土
記
』
所
収
文
書
）
と
す
る
が
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
角
度
と
し
て
前
述
の
関
東
八
か
国
へ
の
大
先
達
宗
俊
の
廻
状
と
同
じ
時
期
の
陸
奥
白
河
八
槻
別
当
と
石
川
庄
竹
貴
別
当
と
の
檀
那
職
を
め
ぐ
る
争
論
の
検
討
か
ら
聖
護
院
の
支
配
権
が
次
第
に
熊
野
山
伏
の
支
配
権
を
凌
駕
し
て
い
く
過
程
を
描
き
出
し
て
い
る
。
「
板
東
屋
富
松
氏
に
つ
い
て
」
は
、
副
題
に
「
有
力
熊
野
先
達
の
成
立
と
商
人
の
介
入
」
と
あ
る
。
板
東
屋
は
、
’
六
世
紀
前
葉
に
お
け
る
伊
達
植
宗
の左京大夫任官・将軍義植の偏諄下賜・陸奥国守護職補任に深く
関
わ
り
、
伊
達
氏
の
京
都
に
お
け
る
政
治
的
出
先
機
関
と
し
て
の
役
割
を
八
一
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担
っ
た
。
ま
た
、
近
衛
植
家
や
三
条
西
実
隆
と
共
に
京
都
文
化
の
伊
達
領
内
へ
の
伝
播
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
板
東
屋
富
松
氏
と
天
正
期
前
後
ま
で
熊
野
新
宮
領
で
あ
っ
た
陸
奥
国
田
村
庄
の
熊
野
先
達
と
の
関
係
が
応
永
期
の
末
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
点
を
指
摘
さ
れ
、
板
東
屋
の
商
人
と
し
て
の
先
達
職
集
積
に
よ
る
得
分
の
獲
得
や
特
定
の
熊
野
先
達
育
成
が
南
奥
州
に
お
け
る
聖
護
院
の
修
験
の
組
織
化
と
無
縁
で
な
か
っ
た
点
な
ど
を
「
康
富
記
』
や
室
町
幕
府
の
「
賦
引
付
』
に
よ
っ
て
提
示している。
「
武
蔵
国
十
玉
坊
と
聖
護
院
」
は
、
関
白
で
あ
っ
た
近
衛
房
嗣
を
父
に
も
つ
聖
護
院
門
跡
道
興
筆
と
し
て
著
名
な
『
廻
国
雑
記
』
を
基
本
史
料
と
し
て
使
い
、
道
興
の
関
東
で
の
廻
国
活
動
の
中
に
、
聖
護
院
に
よ
る
関
東
修
験
に
対
す
る
本
山
派
へ
の
組
織
化
の
画
期
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
六
月
、
京
都
を
出
発
し
た
道
興
は
、
翌
一
九
年
四
月
に
帰
洛
す
る
ま
で
の
約
一
○
か
月
の
旅
を
す
る
が
、
氏
は
こ
の
道
興
の
旅
は
「
京
都
を
出
て
か
ら
最
初
に
鎌
倉
に
至
る
ま
で
を
前
半
」
と
し
「
以
後
の
北
関
東
・
東
北
を
後
半
と
し
て
眺
め
て
見
る
と
」
、
「
諸
国
物
詣
程
度
を
目
的
と
し
た
前
半
か
ら
」
「
後
半
は
一
転
し
て
、
在
地
の
熊
野
先
達
、
こ
と
に
関
東
地
方
に
散
在
す
る
先
達
を
、
聖
護
院
配
下
に
組
織
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
道
興
の
十
玉
坊
へ
の
二
ヶ
月
の
滞
在
は
最
も
早
い
段
階
か
ら
聖
護
院
の
配
下
と
な
っ
た
十
玉
坊
を
拠
点
と
す
る
修
験
の
組
織
化
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
十
玉
坊
も
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
戦
国
大
名
後
北
条
氏
の
統
治
下
に
あ
っ
て
は
幸
手
不
動
院
・
小
田
原
玉
滝
坊
の
下
に
「
お
よ
そ
郡
単
位
で
」
の
年
行
事
職
を
追
認
さ
れ
て
領
国
支
配
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
る
。
徳
川
家
康
の
関
東
人
国
以
法
政
史
学
第
五
十
七
号
八二
後、天台系修験は聖護院を頂点とする縦系列の組織化によって本
末体制に組み込まれていくが、この出発点は、道興の文明一八年
一○月から翌年四月の廻国期間に開始されたのであり、本未体制
の原型は、戦国大名後北条氏の天文期から天正期までの統治して
い
た
段
階
で
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
補
任
状
か
ら
見
た
修
験
道
本
山
派
の
組
織
構
造
」
は
、
聖
護
院
を
頂
点
と
す
る
主
題
の
通
り
の
課
題
を
中
世
か
ら
近
世
へ
の
社
会
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
補
任
状
と
は
修
験
に
対
す
る
①
先
達
職
・
年
行
事
職
の
補
任
状
、
②
僧
位
・
僧
官
の
補
任
状
、
③
院
号
・
結
袈
裟
・
色
衣
な
ど
の
免
許
状
を
さ
す
。
氏
は
、
こ
れ
ら
の
補
任
状
の
分
析
を
通
じ
、
派
内
の
権
限
が
個
人
か
ら
組
織
へ
と
移
動
し
、
ま
た
、
こ
の
移
動
の
過
程
で
、
熊
野
三
山
検
校
と
一
一
一
山
奉
行
と
が
権
威
と
権
限
を
役
割
分
担
し
て
本
山
派
組
織
内
で
支
配
を
構
造
化
し
て
い
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
と
し
て
い
る。「
武
蔵
国
半
沢
覚
円
坊
に
つ
い
て
」
は
、
天
正
一
八
年
二
五
九
○
）
六
月
の
八
王
子
城
の
落
城
で
北
条
氏
照
と
共
に
討
ち
死
に
し
た
後
、
中
絶
し
て
いた半沢覚円坊を素材に、この修験寺院が元禄三
年（一
六九○）
八
月
に
再
興
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
、
お
よ
び
、
延
享
一
一
一
年
（
’
七
四
六
）
三
月
ま
で
の
霞
下
支
配
を
め
ぐ
る
事
件
を
扱
っ
て
い
る
。
以
上
、
前
半
の
論
文
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
本
書
の
主
題
に
関
わ
る
論
文
の
要
旨
で
あ
る
。
な
お
、
「
本
山
派
修
験
玉
林
院
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
は
、
饗
庭
武
昭
氏
か
ら
浦
和
市
立
郷
土
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
タ
イ
ト
ル
通
り
の
史
料
紹
介
で
あ
る
が
、
大
学
院
時
代
以
来
、
長
き
に
わ
た
っ
て
本
山
派
修
験
の
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
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た
氏
の
知
見
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
宮
家
準
氏
は
宗
教
史
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
宗
教
民
俗
学
研
究
を
、
宗
教
思
想
・
宗
教
組
織
・
宗
教
的
実
践
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
進
め
る
べ
き
だ
と
の
方
法
論
的
な
提
起
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
同
著
「
宗
教
民
俗
学
」
東
大
出
版
会
）
が
、
こ
の
視
点
か
ら
す
る
と
氏
の
研
究
は
ま
さ
に
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
ま
で
の
本
山
派
修
験
の
組
織
に
つ
い
て
の
研
究
と
い
う
こ
と
ができよう。
ま
た
、
氏
と
の
接
点
で
い
う
と
筆
者
は
近
年
、
再
び
戦
国
末
期
か
ら
近
世
前
期
の
郷
村
自
治
お
よ
び
統
治
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
熊
野
信
仰
に
関
す
る
檀
那
帳
の
分
析
や
売
券
・
願
文
・
譲
状
の
分
析
を
す
れ
ば
、
在
所
や
一
族
・
同
族
を
単
位
と
す
る
先
達
の
檀
那
獲
得
の
在
り
方
、
こ
れ
ら
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
当
時
の
都
市
・
村
落
の
社
会
構
造
が
よ
り
深
い
地
点
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
末
派
修
験
の
活
動
実
態
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
本
書
の
試
み
は
よ
り
発
展
し
た
議
論
へ
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
の
お
も
い
を
強
く
し
て
い
る
。
と
ま
れ
、
新
城
美
恵
子
氏
が
、
わ
れ
わ
れ
後
輩
に
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
氏
の
心
か
ら
の
御
冥
福
を
祈
る
と
共
に
、
み
ず
か
ら
の
研
究
に
精
進したい。
な
お
、
本
書
は
、
一
一
○
○
○
年
二
月
、
栃
木
県
日
光
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
山
岳
修
験
学
会
で
、
第
一
○
回
日
本
山
岳
修
験
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る。〔
’
九
九
九
年
一
二
月
刊
Ａ
５
判
二
九
○
頁
五
九
○
○
円
十
税
岩
田
書
院
〕
書
評
と
紹
介
近
世
社
会
に
お
け
る
庶
民
の
識
字
率
の
高
さ
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
出
版
物
の
流
通
や
利
用
に
つ
い
て
の
研
究
も
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
大
半
は
、
武
家
・
上
層
農
の
蔵
書
分
析
、
漢
籍
や
歴
史
書
、
戦
記
物
に
よ
る
政
治
的
中
間
層
の
思
想
形
成
、
寺
子
屋
に
お
け
る
往
来
物
の
利
用
、
庶
民
を
対
象
に
し
た
娯
楽
本
の
内
容
か
ら
庶
民
の
識
字
の
あ
り
か
た
を
指
摘
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
用
書
と
し
て
の
重
宝
記
類
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
『
農
家
調
宝
記
』
影
印
本
の
刊
行
は
、
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
『
農
家
調
宝
記
』
の
作
者
高
井
蘭
山
（
’
七
六
一
一
～
一
八
三
八
）
は
、
解
題によれば、旗本の用人であったとも、幕府与力であったとも一一一一口
わ
れ
る
。
蘭
山
は
、
「
新
編
水
耕
画
伝
』
の
翻
訳
を
瀧
沢
馬
琴
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
と
で
知
ら
れ
、
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
・
『
孝
子
轍
物
語
』
な
ど
を
著
し
た
戯
作
者
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
の
著
作
・
編
集
・
校
訂
に
携
わ
る
雑
学
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
。
『
農
家
調
宝
記
」
は
、
初
編
が
文
化
六
年
二
八
○
九
）
正
月
に
板
行
さ
れ
、
多
く
の
読者を獲得し、文化一三年（一八一六）四月に嗣編が、文政五年
（’八一一一一）二月には続編が板行された。
澤
登
寛
聡
編
・
高
井
蘭
山
著
「農家調宝記」
八
＝￣
福
重
旨
乃
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今
回
出
版
さ
れ
た
影
印
本
「
農
家
調
宝
記
』
は
、
「
農
家
調
宝
記
』
初
編
・
嗣
編
・
続
編
及
び
編
者
の
解
題
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
『
農
家
調
宝
記
』
初
編
わ
か
ん
の
う
お
も
ん
か
ゐ
こ
か
ふ
み
ミ
か
ろ
の
う
か
こ
く
し
ん
く
に
和
漢
農
を
重
ず
る
事
／
蚕
養
道
軽
か
ら
ざ
る
事
／
農
家
穀
神
の
事
／
国
こ
ば
り
さ
だ
め
ば
ん
ど
う
と
煙
へ
く
わ
ん
と
う
し
う
じ
ん
か
ひ
と
さ
と
た
う
ろ
郡
を
定
め
ら
れ
し
事
／
坂
東
の
唱
関
東
八
州
の
事
／
人
家
一
里
・
道
路
い
ち
り
む
ご
ね
ん
ぐ
お
さ
め
は
し
ま
り
だ
い
ぶ
せ
う
ぶ
げ
ん
ち
ち
ぎ
や
う
だ
か
壱
里
の
事
／
麦
年
貢
を
納
し
始
の
事
／
大
歩
・
小
歩
検
地
の
事
／
知
行
高
な
ん
く
わ
ん
い
し
じ
も
ち
ゆ
せ
い
で
ん
え
い
も
ん
お
こ
り
何
貫
文
と
云
事
／
石
と
云
字
を
石
に
用
る
事
／
井
田
の
事
／
永
文
の
起
の
事
ぴ
た
せ
ん
き
ん
い
ち
ぶ
ひ
き
》
」
よ
、
、
、
か
う
さ
く
た
め
つ
く
り
こよき、
／
鑑
銭
井
金
壱
分
百
匹
と
云
事
／
暦
ハ
耕
作
の
為
製
給
ひ
し
事
／
暦
に
て
よ
る
と
き
し
る
の
う
か
ね
ん
ぢ
・
つ
ま
と
し
つ
け
じ
せ
つ
こ
く
も
り
と
だ
い
ぷ
ん
ま
い
夜
の
時
を
知
べ
き
事
／
農
家
年
中
蒔
仕
付
時
節
の
事
／
石
盛
・
斗
代
・
分
米
お
こ
り
あ
た
り
が
ふ
ミ
せ
ぴ
き
とｈまい、、、
の
事
／
七
五
起
の
事
／
当
合
見
や
う
の
事
／
畝
引
の
事
／
取
米
見
や
う
の
事
た
か
め
ん
け
づ
け
め
ん
も
り
よ
・
っ
わ
き
ま
ふ
く
ｂ
ま
い
の
べ
ま
い
こ
め
ま
い
／
吉
同
免
・
毛
附
免
の
事
／
盛
の
用
を
弁
べ
き
事
／
口
米
・
延
米
・
込
米
の
ま
す
も
み
な
ん
が
ふ
で
ん
は
た
ぶ
ち
が
ひ
り
う
さ
く
ぱ
う
き
や
く
事
／
升
の
籾
何
合
を
知
事
／
田
畑
一
ハ
分
違
と
云
事
／
流
作
場
浮
役
の
事
／
じ
ゃ
う
め
ん
は
め
ん
し
よ
や
く
ぷ
せ
ん
わ
り
く
ら
ゐ
づ
け
定
免
・
破
免
の
事
／
諸
役
夫
銭
割
の
事
／
位
付
の
事
／
つ
悩
み
ふ
し
ん
し
よ
い
り
ょ
う
つ
も
り
こ
く
る
い
も
ん
し
の
う
か
ひ
つ
だ
う
こ
、
ろ
が
け
し
や
う
も
ん
る
い
堤
竝
日
請
人
用
積
／
穀
類
文
字
の
事
／
農
家
筆
道
心
懸
の
事
／
證
文
類
ね
が
い
し
よ
る
い
ち
う
し
ん
と
ざ
け
が
き
る
い
か
ま
く
ら
じ
だ
い
そ
し
や
う
五箇／願書類五箇／注進御届書類五箇／鎌倉時代訴状三箇
「農家調宝記』嗣編
さ
ん
ぞ
く
き
う
ぞ
く
は
く
し
く
じ
ち
滝
か
た
は
Ｌ
か
た
し
や
く
っ
し
ん
二
一
族
・
九
族
と
云
事
／
伯
・
叔
の
字
父
方
・
母
方
の
差
別
な
ら
ぬ
事
／
親
る
い
え
ん
る
い
け
い
ふ
ち
や
く
ぼ
う
ぢ
が
ミ
う
ぶ
す
な
類
の
事
／
縁
類
の
事
井
縁
者
／
継
父
・
嫡
母
の
事
／
氏
神
・
生
士
神
の
事
／
は
つ
し
う
し
っ
し
・
叩
し
よ
し
う
も
ん
ひ
よ
し
あ
し
え
ら
こ
Ｌ
ろ
え
や
ば
ん
八
一
示
・
十
宗
・
諸
宗
門
の
伝
来
／
日
の
吉
凶
を
撰
む
心
得
の
事
／
夜
半
を
き
の
ふ
け
ふ
さ
か
ひ
り
や
く
ひ
ど
け
い
し
ば
そ
ら
だ
め
く
る
と
ち
で
ん
は
た
つ
き
昨
〈
「
の
界
と
す
る
事
／
雪
日
時
計
井
潮
汐
を
闇
記
に
繰
／
土
地
田
畑
に
附
の
う
か
よ
う
じ
い
し
つ
か
ハ
よ
・
つ
だ
い
か
き
い
り
よ
う
し
よ
し
よ
う
も
ん
い
つ
さ
っ
た
る
農
家
の
用
字
／
医
師
へ
遣
す
容
躰
奎
已
に
入
用
の
字
／
諸
證
文
一
札
の
あ
ん
も
ん
に
ち
よ
う
さ
う
（
ば
や
わ
り
し
麺
く
き
ん
く
お
も
つ
り
あ
い
は
か
り
め
案
文
／
日
用
相
場
早
割
品
々
／
金
銀
重
さ
釣
〈
□
井
秤
目
品
々
『
農
家
調
宝
記
」
続
編
法
政
史
学
第
五
十
七
号
八
四
た
ミ
く
に
も
と
お
ぼ
ん
た
か
ら
く
ん
こ
ん
い
ん
し
き
ゆ
び
さ
き
し
毬
民
ハ
国
の
本
又
百
姓
と
訓
ず
る
こ
と
／
婚
姻
の
式
品
々
／
指
頭
に
舟
ｐ
ｍ
Ｌ
や
う
く
る
ゆ
び
さ
き
う
ん
く
り
ゆ
び
さ
き
ま
い
ほ
し
よ
し
あ
し
く
る
ど
の性を繰／指頭に十一一運の操やう／指頭に毎年星の士ロ凶を繰／士
よ
う
せ
つ
ね
ん
ぢ
う
で
い
り
ち
う
や
ち
や
う
た
ん
し
ば
、
、
、
ち
か
げ
用
十
八
・
十
九
の
説
／
年
中
日
の
出
没
・
昼
夜
長
短
／
潮
汐
の
盈
虚
・
月
で
い
り
さ
い
だ
ん
》
」
よ
ミ
ひ
ど
り
ら
い
う
る
ふ
う
む
う
る
ふ
の
出
入
再
談
／
暦
に
出
さ
る
日
取
／
来
年
閏
の
有
無
及
び
何
月
閏
有
べ
き
お
お
む
ね
し
る
の
う
か
よ
う
じ
し
よ
じ
や
う
て
が
。
、
、
に
ち
よ
う
さ
う
パ
わ
り
大
概
を
知
／
農
家
用
字
／
書
状
・
手
紙
の
心
得
品
々
／
日
用
相
場
割
□
叩
々
／
か
ん
勘
之
事
初
編
で
は
、
社
会
に
お
け
る
農
家
の
役
割
、
税
制
に
つ
い
て
の
知
識
、
暦
の知恵のほか、各種証文・願書などの雛型が示されている。
嗣
編
で
は
、
親
族
関
係
の
知
識
、
氏
神
や
仏
教
に
関
す
る
知
識
、
漢
字
の
知
識
、
証
文
の
案
文
の
ほ
か
、
諸
色
の
相
場
な
ど
の
経
済
的
な
知
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
続
編
で
は
、
主
に
暦
や
時
間
に
つ
い
て
の
知
識
、
身
分
制
社
会
を
象
徴
す
る
宛
所
を
主
人
・
親
か
ら
下
輩
の
ラ
ン
ク
に
分
け
た
書
状
・
手
紙
の
書
き
方
、
数
学
の
知
識
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
農
家
調
宝
記
』
の
初
編
・
嗣
編
・
続
編
に
は
、
農
業
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
、
生
活
全
般
の
知
識
が
網
羅
さ
れ
て
い
る。本
書
は
、
通
俗
的
な
言
葉
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
「
寺
子
屋
な
ど
で
の
初
歩
的
な
教
育
を
受
け
て
い
る
人
」
、
あ
る
い
は
「
ひ
ら
が
な
さ
え
読
め
れ
ば
誰
に
で
も
」
読
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
振
り
仮
名
付
き
の
実
用
書
は
、
「
農
の
家
の
ミ
に
あ
ら
ず
、
士
林
」
ま
で
幅
広
い
読
者
層
を
獲
得
し
、
当
時
の
社
会
の
常
識
（
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
）
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
口
伝
と
し
て
語
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り
伝
え
ら
れ
て
き
た
知
識
が
、
木
板
刷
に
よ
っ
て
大
量
生
産
さ
れ
た
書
物
を
媒
介
に
し
て
、
広
く
普
及
し
て
い
く
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
印
刷
さ
れ
た
文
字
に
よ
る
伝
達
情
報
が
、
日
常
生
活
に
一
定
程
度
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
こ
こ
に
近
世
の
文
字
文
化
の
あ
る
種
の
成
熟
を
み
ることが出来る。
｜
方
で
、
こ
の
振
り
仮
名
の
存
在
は
、
近
世
史
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
今
ま
で
口
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
熟
語
の
読
み
方
が
、
当
時
の
読
み
方
と
は異なっていたことを認識させられる。すなわち、よく一一一一口われる
「為後日」（ごじつのため）は、当時の常識では「ごにちのため」
と
読
み
、
「
往
古
」
（
お
う
こ
）
は
「
わ
う
ご
」
（
お
う
ご
）
と
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
こ
く
ぶ
ん
つ
う
ま
た
、
続
編
の
「
書
状
・
手
紙
の
心
得
□
叩
々
」
に
は
、
「
他
国
の
文
通
を
し
よ
じ
や
う
ち
か
ぶ
ん
つ
う
て
か
み
書
状
と
云
。
近
き
文
通
を
手
紙
と
云
。
｜
筆
啓
上
・
貴
札
拝
見
な
ど
書
出
す
は
し
づ
く
を
端
作
り
と
云
・
」
と
あ
る
。
現
在
で
は
「
書
状
」
と
一
括
さ
れ
て
い
る
文
書
が
、
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
「
書
状
」
と
「
手
紙
」
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
現
在
で
は
「
書
き
出
し
」
、
「
柱
書
」
な
ど
と
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
確
実
な
名
称
の
な
か
っ
た
部
分
が
、
近
世
社
会
で
は
「
端
作
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
感
の
あ
る
近
世
古
文
書
学
に
と
っ
て
も
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
じ
く
、
「
書
状
・
手
紙
の
心
得
品
々
」
は
、
端
作
・
書
留
と
「
中
の
文
段
」
Ⅱ
文
中
で
は
二
種
類
の
「
候
」
の
字
の
く
ず
し
方
を
書
き
分
け
、
通
常
の
「
御
」
と
や
む
を
得
ず
行
の
留
（
｜
番
下
）
に
書
く
場
合
の
「
御
」
は
異
な
る
く
ず
し
を
書
き
分
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
方
は
、
文
字
の
く
ず
し
方
に
よ
っ
て
、
礼
儀
の
厚
薄
を
表
す
書
札
礼
の
慣
習
か
ら
生
じ
た
も
書
評
と
紹
介
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
現
代
で
は
写
真
製
版
に
よ
っ
て
容
易
に
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
近
世
に
お
い
て
は
、
元
禄
か
ら
幕
末
期
ま
で
の
木
板
技
術
が
、
そ
れ
を
大
量
に
摺
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
文
言
で
文
書
が
書
か
れ
た
か
だ
け
で
は
な
く
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
く
ず
し
方
の
文
字
で
文
書
が
書
か
れ
た
か
と
い
う
視
点
で
近
世
社
会
を
考
え
る
と
、
本
書
が
影
印
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
が
深
い
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
研
究
素
材
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
重
宝
記
に
記
さ
れ
る
知
識
の
内
容
や
そ
れ
ら
の
知
識
が
需
要
さ
れ
る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
本
書
の
内
容
に
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
古
文
書
の
基
本
的
な
内
容
が
振
り
仮
名
付
き
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
学
生
の
古
文
書
購
読
学
習
に
も
最
適
で
あ
る
。
本
書
を
噴
矢
と
し
て
重
宝
記
類
の
研
究
が
進
む
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
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